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した。

大きく分類すると、フォーム認証は

社外にいるユーザーが利用するシステ

ム、Windows認証は社内ユーザーが利

用するシステムという分類ができます。

今回は社外からのアクセスが前提とな

りますので、フォーム認証を使用しま

す。

前回と同様にVisual Studio 2005（以

下VS2005）からウィザードを利用して

フォーム認証の設定を行ないます。

■Webアプリケーションの開発

今回作成するアプリケーションは、

図1の部分になります。ECサイトを利

用するユーザーが使用するWebアプリ

ケーションです。

今回も、はじめに認証についての解

説を行ないます。

mフォーム認証について

前回はフォーム認証とWindows認証

の2種類の認証方法について説明しま

プロジェクトの作成と認証設定

VS2005からWebサイトのプロジェク

トを新規に作成します。前回作成した

Windowsアプリケーションの「ECAd

min」プロジェクトと、Webサービスの

「wsEC」プロジェクトに新たにプロジ

ェクトを追加します。VS2005メニュー

から「ファイル」-「新しいWebサイト」

を選択し、表1の情報を入力します。

ソリューションに新しいプロジェク

トが追加されたら、認証の設定を行な

レベル

1 2 4 5

■ Visual Basic
■ C#
■ PL/SQL

■ Visual Studio 2005 Professional
■ Oracle Data Provider for .NET
■ Oracle Developer Tools for 
Visual Studio .NET

■ Oracle Database Extensions 
for .NET

■ Oracle Services 
for Microsoft Transaction Server

ツール

言語

この記事で取り上げたソースコード
およびサンプルプログラムは、
http://www.shoeisha.com/mag/windev/
からダウンロード可能です。

サンプル

3

.NET
Oracle

実践アプリケーション開発
+

トップページ カテゴリ別商品検索

商品（サイト内）検索

ログイン ユーザー管理

買い物かご 支払い処理

図1：今回作成するアプリケーション
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うため、管理ツールを起動します。そ

のために、メニューから「Webサイ

ト」-「ASP.NET構成」を選択してくだ

さい。ブラウザが立ち上がり、Webサ

イト管理ツールが表示されます（図2）。

この中の「セキュリティ」リンクを

クリックします。

「セキュリティ」タブが開くので、

「手順に従ってセキュリティを構成する

には、セキュリティ設定ウィザードを

使用してください」のリンクをクリッ

クします。

後はウィザードにしたがってゆくだ

けで、フォーム認証の設定は完了しま

す。

注意すべき点は「ステップ2：アクセ

ス方法の選択」において、「インターネ

ットから」を選択することです（図3）。

ユーザー認証用の画面作成

フォーム認証の設定が完了したら、

ログインフォームを作成します。

Webフォームの作成

ソリューションエクスプローラから

「ECSite¥OrderSite」を右クリックし、

表示されたコンテキストメニューから

「新しい項目の追加」を選択します。

「新しい項目の追加」ダイアログが表示

されますので、表2のように入力し［追

加］ボタンをクリックします。

ページレイアウトをデザイン

login.aspxが「ソース」モードで開き

ますので、ウィンドウ下部から「デザイ

ン」タブを選択します。login.aspxがデ

ザインモードで開かれたら、「Login」

コントロールを配置してください（図4）。

「Login」コントロールの見栄えを変

更してみましょう。コントロールのタ

スクメニューから、「オートフォーマッ

ト」を選択します（図5）。「スキームの

選択」タブから今回は「プロフェッシ

ョナル」を選択し、［OK］ボタンをク

リックします。

以上でWebフォームのレイアウト作

成は完了です。

次にログインロジックを記述します。
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図2：Webサイト管理ツール

図3：アクセス方法の選択

表1：新しいWebサイトのプロジェクト情報

項目 入力／選択値

テンプレート ASP.NET Webサイト

場所
ファイルシステム
（C:¥ECSite¥OrderSite）

言語
Visual Basic
（またはVisual C#）

表2：ログイン用のWebフォーム作成

入力欄 入力情報

名前 login.aspx

言語 Visual Basic
（あるいはVisual C#）

「別のファイルにコードを書き込む」をチェック。「マ
スタページを選択する」はチェックしません。




